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月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1ユ 12
例1 ユ．0 ユ．O ユ．O O．5 O O O 0 O 0 0．5 ユ．O
例2 ユ．O ユ、O ユ．O 0．5 0．1 0．1 O．1 O．1 0．1 O．1 0．5 1．0
例3 ユ．0 ユ．0 O．8 0．4 O．2 O O O 0 O O．4 O．8
例4 1．0 ユ．O O．6 O．2 O 0 0 O O O O．2 0．6










i ユ 2 3 4
例ユ O．3 O．6 0，9 0．9
例2 O．3 0．6 O．9 ユ．2
例3 0，0 O．4 0．8 0．8
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ハイドログラフの出力7C
Output　of　hydエog正aphsHg．C7
781
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ファイル名を（文字定数の形で）キー・インする．
　データ・ファイルとパラメータ・ファイルからの入力が始まり，これらの入力されたデー
タやパラメータがプリンタに出力され（図C6），画面に表示される．
　ディスプレイ画面に一部のパラメータやデータが表示されると，
　　CHECK　DATA
と表示して停止するので，表示されたパラメータやデータの中に誤りがあるかどうかを調べ，
誤りがなければ，任意の（英数字）キーを打てば，次の表示が始まる．このようなことを数
回繰り返すと，すべてのパラメータ，データの表示が終り，計算が始まる．
　画面に表示されたものに誤りがあったときの処置について，このプログラムTNKFA内に
は特別なものは用意されていない．そのまま続行するか，STOPキーを押してプログラムを
停止する．STOPキーを押して停止したときには，キー操作によって，ファイル井1，＃2
をクローズ（CLOSE）しなければならない．そして，12．あるいは13．に示したプログラム
TKFPIあるいはTKFDIを用いてパラメータあるいはデータの誤りを訂正し，再実行する．
　入カパラメータ及びデータの表示後は，なんらかの誤りがないかがり停止することなく，
プリンタ及び画面に結果，すなわち図C7を表示・出力しながら計算が進む．この表示された
ものをみて誤りがあることがわかったときには，STOPキーを押して強制的に計算を停止さ
せてもよい，ただし，STOPキーを押した後には，上記と同じようなキー操作によるファイ
ルのクローズが必要である．
11．プログラムの内容
11．1　フローチャート
　プログラムの概略をフローチャートの形で示したのが図C8である1
11．2　プログラムの各部分の説明
　ここでは，このプログラムTNKFAの各命令の大略の説明がなされる．11），（2〕などは，プ
ログラム・リストの左に付した11〕，（2）などに対応している1
＊メイン・フ。ログラム
11）一つの洪水データを分けたときのグループ内のデータ数の最大値IXEを24とする．
　　24以下でなければならない．
12〕グループの数IXGを20とする．
（3〕遅れを考慮した場合の言己憶容量の数IXFを30とする．遅れはIXF－IXE＝6となる1
14）グラフ・プロットにおける印字種類を設定する．（（珊参照）
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ファイルをオープンする。
パラメータを入力し，表示する。
全体のための準備をする。
洪水ループのための準備をする。
2
グループ・ループのための準備をする。
1
グループ内のデータ数を求める。
1グループの観測流量，観測雨量を入力する。
1グループについて，各タンクの計算を行う。
ユグループについて、河道貯留あるいは氾濫効果の計算を行う。
iグ’ループについて，ハイドログラフを出力する。
?
ファイルをクローズする。
図C8　プログラムTNKFAのフローチャ
　　　ート
Hg．C8　F1owchaエt　of　pエogram　TNKFA
（5）データ・ファイル名及びパラメータ・ファイル名をキー・インし（文字定数），データ
　・ファイルを井1とし，パラメータ・ファイルを井2としてオープンする．
16）ファイル井ユから，RNAME＄，ANAME＄，AREA，NR　G，TU，NFLD，
　PNAME＄（K）（K＝1～NRG）を人力する．
（7〕ファイル＃2から諸パラメータを入カする．
18〕ファイル＃1，＃2から入力したものを表示し，またプリンタヘ出力する．雨量観測
　点数については，ファイル＃1カ）ら入カしたもの．すなわちNRGが出力される．しかし，
　CP，WE，LAGの出力の場合の雨量観測点数としては，ファイル＃2から入力したもの，
　NRが使われる．また，NFLDは，ファイル＃2から入力したものが出力される．
　uCHECK　DATA”と表示されたなら，表示されているものの確認をした後，任意の
　（英数字）キーを打てば，次に進む．
19）雨量観測点ウエイトWEを正規化する．
l10〕流量を㎡／secからmへ変換するための係数ARを求める．
111）グラフ・フロットする最小値YMIN，最大値YMAXに対応する対数スケールの値
一189一
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　　AMIN，AMAX　Iディスプレイ画面上でのグラフ・プロットの1文字分に対応する値
　　DDY，プリンタ上でのグラフ・プロットの1文字分に対応する値DY，プリンタでのグ
　　ラフ・プロットにおけるスケール点が何文字目にあたるかを示すISCAL（I）（I＝1
　　～NSCAL）を求める．
（12）ファイル井1から，1洪水の記号FLDSYM＄及び1洪水のデータ数NDATAを読み，
　表示・出力する．
（ユ3）計算流量の各成分QEI（J，I）（J＝ユ～IXF，I＝ユ～3）のすべてを0に初期化す
　　る．
（14〕ユ洪水内の処理ずみのデータの数NOを0に初期化する．
Q5〕　1グループ内のデータの数IEを求める．
（16）ファィル井1から，1グループ（データ数IE）の観測流量Qを入力し，mに変換する．
　Qが負なら，それを一999．0に変更する．
（17）第1雨量観測点から第NRG雨量観測点までにっいて，1グループの観測雨量（データ
　数IE）を，ファイル井1から入カする．
118〕MRAIN＝ユなら，NRG個の観測雨量の平均を求め，それをP（I，1）に入れる．そ
　して，NRを1とする．
く19）計算流量の各成分の1グループ分QEI（J，I）（J＝1～IXE，I：ユ～3）をOに初期
　化する．
（20〕遅れを考慮し，計算流量の後の部分を最初のところへもってくる．
（21）各洪水の最初のデータのときには，各タンクの貯留高の初期値をセットする．
（22）各洪水の最初のデータのとき，そして，NRCが0でないときには，河道貯留タンクの
　貯留高及び氾濫効果計算の貯留高を言†算する．これは，これらの計算出カが基底流量と
　等しくなるように定める．
（23）CPによって補正された雨量PXを求める．
／24〕単位時問当りの蒸発量EVを第1タンクの貯留高から引く．引ききれないときには，
　下のタンクから引く．
（25）第1タンクに補正雨量PXを加える．第1タンクからの流出Y（1）を0に初期化する．
（26）TXタイブの第ユタンクの言†算を行う．
（27〕TXタイプの第ユタンクの言†算を行う．
128〕第1タンクの貯留高を更新する．
129）第2タンクの計算を行う．
130）第3タンクの計算を行う．
（31）遅れを考慮して，計算流量の各成分QEI（JL，I）を求める．
（32〕23H31）をNR回繰り返す．
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（鋤　123ト（32）をIE回，すなわち1グル・一プ分繰り返す．
134）基底流量BASEを加えて，計算流量QEを求める．
（35）タイプ1の河道貯留効果の計算を行う．
（36）タイプ2の河道貯留効果の計算を行う．
（37〕タイプ3，氾濫効果の計算を行う．
（38）計算流量の各成分を求める．
（39〕河道貯留・氾濫効果の計算がない場合のハイドログラフのプロットを行う．　（サブル
　　ーチンHYGRFを使う．）
（40）河道貯留・氾濫効果の計算を行った場合のハイドログラフのプロットを行う．（サブ
　ルーチンHYGRFを使う．）
（41〕第1洪水のすべてのデータの処理が終っているなら，（43〕へ飛ぶ1
（42H15ト（41）を第ユ洪水のすべてのデータの処理が終るまで繰り返す．
（⑬　112）～（⑫をNFLD回繰り返す．
ω　ファイル＃1，＃2をクローズする．
＊サブルーチンHYGRF
145）プリンタヘハイドログラフをプロットするための文字配列GGBUFをブランクに初期
　化する．
鯛）ディスプレイ画面上にハイドログラフを表示するための文字配列GBUFをブランクに
　　初期化する．
（47〕処理するデータの番号を求める．
（48）I＝0なら，すなわち各洪水の最初なら，ハイドログラフのスケール点の位置を求め，
　　文字配列GGBUFのその位置に文字Iを格納する．
（49）PLOT（1トPLOT15）に，Q，QA，QB，QC，QDを入れる．
（珊　PLOT（1〕～PLOT（5）のそれぞれにつき，その値がプリンタ上のグラフ・プロットのた
　　めの文字配列GGBUF及びディスプレイ画面上のグラフ・プロットのための文字配列
　　GBUFの何番目の文字に対応するかを求め，その位置に対応する文字を入れる．
（51）データ番号NO，観測雨量P（I．K），観測及び計算流量PLOT11〕，PLOT（2〕，そし
　　てGGBUF，GBUFを表示し，またプリンタヘ出力する．
152〕145〕～151〕をIE回繰り返す．
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　　1O　REM　FLOOD　▲N＾LYSIS　T＾NX　MODEL　PROGRAM　TNKF＾
　　20　WIDTH　80．25
　　30　CONSOLE　0，25，0，1
　　40　COLOR　7，0，O，7
　　50　DEFINT　I－N
　　60DIMSC＾L（5），ISCAL（5），GBuF＄（78），㏄Eu恥（100）
　　70DIMPN＾M帥（4），CP（4），WE（4），MG（4），MSE（20），Y（3）
　　80D工MO（24），P（24，4），OEI（30，3），QE（24），X＾（4），XE（4），XC（4）
　　90　DIM　PLOT（5），CH＾R＄（5），O＾（24），QB（24），QC（24）．QD（24）
　　100REM
　　110　T＾＄＝”T＾l1
　　120　TX＄＝1・TXl1
　　130　ELK“＝1・　，・
　　140　CI＄＝11Ill
F150REM
（1）160　IXE＝24
」170㎜M
（2）180　IXG＝20
」190朋M
（3）200　IXF＝30
」210REM?「
　　　220　CH＾R＄（1）＝，・ホ”
　　　230　CH＾R＄（2）＝’，・パ・
（4）240CH＾恥（3）・’1．1’
??
　　250　CH＾R＄（4）＝11，
　　260　CH＾R＄（5）＝ll－
　　270　REM
「280…m’’・・…nH州・’’；・・…＄
（5）290INPm’’p＾R＾㎜T㎜FnEM㎜’1；PFILE＄
　　300　0PEN　DF工LE＄　FOR　INPuT　AS　＃1L
　　310　0PEN　PFILE＄　FOR　INPuT　＾S　＃2
　　320　REM
?「
　　330INPm杣，RMME＄，▲N州E＄，＾㎜＾
　　340　INPUT　“1，NRG，Tu，NFLD
　　350　REM（6）
　　360　FOR　K：1　TO　NRG
??
　　370　INPuT　“1，PN＾ME＄（K）
　　380　NEXT　X
　　390　REM
　　400INPuT“2，NR，WLD，MRAIN，mC，町州K＄
　　410㎜PUT柵，X＾IN，XEIN，XCIN，EV
　　420　INPuT　“2，H＾1，H＾2，H＾3
　　430　INP∪T　“2，＾0，＾1，A2，＾3
　　440　INPUT　“2，HA，＾0X，＾1X，＾1M
　　450　INP∪T　“2，H皿，BO，E1
　　460　INPuT　“2，HC，CO，C1
　　470　INPUT　＃2，H，CH1，CH2
　　480　INPuT　“2，A
　　490　x0：．8／（2！ホ＾）
　　500　INPuT　“2，CX1，CX2
　　510　FOR　K＝1　TO　NR
　　520　INPUT　“2，CP（K）
（フ）530　NEXT　K
　　540　FOR　X＝1　TO　NR
　　550　INPUT　“2，WE（K）
　　560　NEXT　K
　　570　FOR　K＝1　　TO　NR
　　580　INPUT　＃2，L＾G（K）
　　590　NEXT　K
　　600　FOR　工＝1　TO　NFLD
　　610　INPuT　＃2，日＾SE（I）
　　620　NI≡＝XT　I
　　630　INPUT　“2，NPLOT，NSC＾L．I－Y，YMIN，YM＾X
　　640　FOR　I＝1　TO　NSC＾L
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（7）650I岬uT“2，SC＾L（I）
　L660　NExT　I
　　　670　REM
　　　680PRINT”日M㎜二．’，㎜＾㎜＄，．．州州E・・1，州＾㎜“
　　　690PRmT1’＾㎜＾・’1，＾㎜▲，Ilm…，Tu
　　　700LPRINゾ’RMME・’’，㎜＾ME＄，”州州E…，…州恥
　　　710LPRIm”ARE＾二’’，柵EA，”Tu・”，Tu
　　　720　LPRINT
　　　730　PRINT　，・p㎜＾ME＝l1
　　　740　LPRINT　”PNAME”
　　　750　FOR　K＝1　TO　NRG
　　760冊INTPMME＄（K）
　　770LPRmTPN州E＄（K）
　　780　NEXT　X
　　790　LPRINT
　　800REM
　　810P肛㎜T．’岬㎜・’’，W㎜，’1mG・ll．㎜G
　　820PRINゾ伽＾IN・’’，㎜▲IN，1’FT州K・・1，川岬
　　830LPR㎜ゾ’NFm・”，NF㎜，’’N日G・・，NRG
　　840LPRINT．’M舳IN・”，㎜＾IN，1．FT州K二・1，町…X＄
　　850　LPRINT
　　860PRINゾ’XAIN・’’，MIN，”XE川…，XBIN
　　870PR川丁’’XCm・’’，XCm，’’EV・・，EV
　　880LPRINゾI舳IN・’’，X＾m，’．畑IN・・，XEIN
　　890LPRINT”XCIN・’’，XCm，’IEV・’’，EV
　　g00　LPRINT
　　g1O　IF　FT＾NK＄＝TX＄　GOTO　ホTXPR
　　920PRmT1’舳1・’’，舳1，”肌2・1’，H＾2
　　930　PRINT　1・H＾3＝’’，H＾3，I・＾0＝，・，＾0
　　940PRINT’’＾1・’’、＾1，’’A2・”，＾2
　　950　PRINT　l一＾3＝11，＾3
　　960LPRINゾI舳1・’．，舳1，’’舳2・”，H＾2，llHA3・・，舳3
　　970LPRINT’’＾O・’1，＾O，”＾1・’’，＾1
（8）980LPRIW”＾2・’’，＾2，’’＾3・’1，A3
　　990　1二。PRINT
　　1000　GOTO　ホSNTPR
　　1010PRmゾ’舳・’’，肌，’’＾OX・”，＾OX
　　1020P肛冊’’A1X・”，A1X，’’A1M・’’，A1M
　　1030LPRmT’’舳・”，H＾，’’＾OX・・，＾OX
　　1040LPRmゾ’A1X二’1，A1X，’’＾1M・・1，＾1M
　　1050　LPRINT
　　1060　㍗SNTPR
　　1070PRmT’伽・．’，㎜
　　1080PRIm’’E0・”，BO，”E1・ll，B1
　　工090LP肛NゾIHB・’．，HB，’’BO・I1，BO，・E1・・，B1
　　1100　LPRINT
　　1110　PRINT　・，HC＝・I，HC
　　1120PRINT”CO・’’，CO，’’C1・”，C1
　　1130LPRmT”HC・’1，HC，’1CO・”，CO，・C1…、C1
　　1140　I．PRINT
　　1150　Ill’　NRC＝3　GOTO　1280
　　エユ60　IF　NRC＝2　GOTO　1230
　　ユ170PRmT”H・11，H
　　1180PRINT’’CH1・．’，㎝1，．’CH2…，㎝2
　　1190LPRINゾ．H・1’，H，”CH1・．’，CH1，”CH2・ll，㎝2
　　1200　LPRINT
　　1210　GOT0　1320
　1220REM1230
1240
1250
1260
1270
．1280
PRINT’’A・1’，＾，”XO・’’，XO
LPR川丁”A・“，＾，’’XO・’’，XO
LPRINT
GOTO　1320REM
PRINゾ’CX1二”，CX1．”CX2・”，CX2
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　　1290　LPRINT　”CX1＝．．，CX1，”CX2＝，1，CX2
　　1300　LPRINT
　　1310　REM
　　1320　工NPUT　，ICHECK　DAT＾・1；I
　　1330　PRINT　”NO．l1，”CP（K）・1，llWE（K）lI，・lL＾G（K）11
　　1340　LPR工HT　1・NO。，1，’lCP（K）・，，．．WE（K）1，，，lL＾G（K）ll
　　1350　FOR　K＝1　TO　NR
　　1360　PRINT　K，CP（K），WE（X），LAG（K）
　　1370　LPRINT　K，CP（K），WE（K），L＾G（K）
　　1380　NEXT　K
　　1390　LP日INT
　　1400　INPuT　l・CHECK　D＾T＾lI；I
（8）1410　PRINT　”N0…　，’lB＾SE（N）．1
　　1420　LPRINT　，1NO．・1，1，BASE（N），・
　　1430　FO日　N＝1　TO　NFLD
　　1440PRINTN，BASE（N）
　　1450　LPRINT　N，BASE（N）
　　1460　NEXT　N
　　1470　LPRINT
　　1480PRINゾ’岬LOT’’，’INSC肌”，”LY’1，’’Wm’’，’’W＾X”
　　1490　I．PRINT　l・NPLOTl・，，，NSC＾LlI，1，LYll，”YMIN”，・・YM＾X・．
　　1500　PRINT　NPLOT，NSCAL，LY，YMIN，YM＾X
　　1510　LPRINT　NPLOT，NSC＾L，LY，YMIN，YM＾X
　　1520　LPR工NT
　　1530　PRINT　．・NO．1・，llSC＾L（N）ll
　　1540　LPRINT　I，NO．”，・lSC＾L（N）1・
　　1550　FOR　N＝1　TO　NSCAL
　　1560　PRINT　N，SC＾L（N）
　　1570　LPRI㎜I　N，SCAL（N）
　　1580　NEXT　N
　　1590　INPuT　．．CHECK　D＾T＾1l；I
　　1600　REM
?「
　　1610　SWE：0！
　　1620　FOR　K＝1　TO　NR
　　1630　SWE＝SWE＋WE（X）
　　1640　Nl≡＝XT　K（9）　　1650REM
??
　　1660　FOR　K：1　TO　NR
　　1670　WE（X）二WE（K）／Swl…＝
　　1680　NEXT　K
　　　1690
（10）1700
　　　1710
REM
＾日＝3．6‡TU／AREA
REM「　1720　＾MIN＝LOG（YMIN）／LOG（1O！）　1730　＾M＾X＝LOG（YM＾X）／LOG（1O！）　1740　1〕Y＝FIX（CSNG（LY－1）／（＾MAX－AMIN））
1750DDY・FIX（77！／（州AX一州川））
（11）ユ760
　1770
　1780
　1790
　1800
　　　1810
（43）1820
　　　1830
FOR　N＝1　TO　NSC＾L
ISCA工1（N）＝FIx（（11OG（Sc＾L（N））／L0G（1O！）一▲MIN）‡DY＋1！）
IF　ISC＾L（N）〈1　THEN　ISC＾L（N）＝1
IF　ISCAL（N）〉LY　THEN　ISC＾1．（N）＝LY
NEXT　H
REM
FOR　NL：1　TO　NFLDREM
??「
　　　1840　INPuT　＃1，FLDSYM＄，ND＾T＾
　　　1850　LPRINT　CHR＄（12）
（12）1860PRmT’’FLOODNOI1・肌・’IFLDSW・’’，FmSYM＄
　　　1870　PRINT　”N0．　OF　DAT＾＝1．，ND＾T＾，・・Tu＝11，Tu
???
　　　1880　LPRINT　，IFL00D　NO．＝．．，NL，1．FLDSYM：ll，FLDSYM＄
　　　1890LPRmT1’N0．OFD＾T＾・’’，㎜＾TA，’’Tu・”，TU
　　　1900　REM
　　「1910　FOR　J＝1　TO　IXF（13！1920F㎝I．1T03
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（1一）1930QEI（J，I）・O！
L鵠淵；
　　r1960　REM
（14⊇1970　㎜O＝O
　　r1980
（42）1990
　　L2000
　　「2010（15）
　　L2020
　　　2030
REM
FOR　IN＝1　TO　IXG
REM
IE＝I　xI≡
IF　（NO＋IXE）〉ND＾T▲
REM THEN　IE＝N1〕＾T＾一NO
「；ll1；器、1＝1119（ll
（16）2060Q（J）・Q（J）舳R
L；1；1器、芸（；）＜：o川E川J）・一9・・！
　　　2090　REM
閉1芸9葦葦：1芋9￥芸G
（17）2120　INPuT＃1，P（J，K）
Ll1洲芸妻芸妾
（18）2250N醐H
2150
2160
2170
2180
2190
2200
2210
2220
2230
2240
2260
2270
2280
2290
2300
2310
2320
2330
2340
「；套；1
（19）2370
REM
IF　MRムIN＝0　GOT0　2350
FOR　I＝1　TO　IE
SP＝0！
SN＝0！
FOR　X＝1　TO　NnG
IF　P（I，X）〈＝O！　GOT0　2250
SP＝SP＋P（工，K）
SN＝SN＋1REM
IF　SN＜〉0！　GOTO
P（工，1）＝O！
0T0　2320REM
P（I，1）・sP／sN
REM
NEXT　I
NR＝1REM
FOR　J：1　TO　工XE
FOR　I＝1　T0　3
QEI（J，I）＝0！
L；；；1黒111；
2400
24工O
REM
N＝O
2300
??「
　　　2420　IXX＝IXE＋1
　　　2430　FOR　J二IXX　TO　IXF
　　　2440　N＝N＋1
　　　2450　FOR　I＝1　T0　3（20）・・・・…（・，1）・。・。（。，。）
???
　　　2470　QE工（J，I）：0！
　　　2480　NEXT　I
　　　2490NI≡：XTJ
2500REM
??「
　　　2510　IF　NO＜〉O　GOT0
　　　2520　FOR　K＝1　TO　NR
　　　2530　X＾（X）＝X＾IN（21）2540・叩）。畑I．
???
　　　2550　XC（K）：XCIN
　　　2560　NEXT　X
2630
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　　　2570　REM
「2580IF㎜C＝OGOT02630　　　2590　IF　NRC＝1　THEN　XCH＝（B＾sE（NL）／CH1）一E▲SE（㎜L）（22）
　　　2600　IF　NRC＝2　THEN　xCH＝SQR（B＾s1≡：（NL）／＾）十H2－E＾SE（NI一）L2610。。㎜。。3。。。。。㎝。（。。1畑。。。（肌）。．5舳2舳・・（肌）榊2）一M・・（N・）
　　　2620　REM
（理2630FORJ・1TOIE
　　　2640　REM
（32）2650　FOR　K：1　TO　NR
　　　2660　REM
（23）2670　PX＝P（J，K）オCP（K）
　　　2680　REM
。燃燃燃；≡ギー
　　　2740　IF　XE（K）〉＝0！　GOT0　2800
???
　　　2750　XC（X）＝XC（K）十XB（K）
　　　2760　XB（K）：O！
　　　2770　IF　XC（K）〉＝0！　GOT0　2800
　　　2780　XC（K）＝O！
　　　2790
　　I2800（25）
　　L2810
　　　2820
REM
X＾（K）＝；X＾（K）十PX
Y（1）：O！
REM
　2830　IF　FT＾NK＄＝TX＄　GOT0　2940「　2840　IF　XA（X）＜＝HA1　GOT0　2910　2850　Y（1）＝（X＾（K）一H＾1）ホ＾1　2860　IF　X▲（K）＜＝HA2　GOT0　2910
　　　2870　Y（1）：Y（1）十（X＾（K）一H＾2）‡＾2（26）
　　　2880　IF　X＾（K）＜＝HA3　GOT0　2910
???
　　　2890　Y（1）：Y（1）十（XA（K）一H＾3）ホA3
　　　2900　REM
　　　2910　Yム0二X▲（X）ホ＾0
　　　2920　GOT0　3050
2930REM
　　　2940　工F　X▲（X）＜＝HA　GOT0　3030
??「
　　　2950　XA1＝X▲（K）一HA
　　　2960　H＾＾：▲1M／（2！‡＾1X）
　　　2970　IF　X▲1〉：H＾A　GOT0　3010
　　　2980　Y（1）二＾1XオX＾1‡X＾1（2フ）
　　　2990　GOT0　3030
???
　　　3000　REM
　　　3010　Y（1）＝▲1M‡（x＾1－H＾＾／2！）
　　　3020　REM
　　　3030　YA0＝X＾（K）‡AOX
　　F3040
（28）3050
　　　3060
REM
XA（X）：X＾（K）一Y＾O－Y（1）
REM
??「
　　　3070　XE（K）＝XE（K）十Y＾0
　　　3080　Y（2）：01
（29）3090　II≡’　XE（K）〉＝H日　THEN　Y（2）＝（XE（K）一HB）オE1
　　L　3100　YE0＝XE（K）ホB0
　　　3110　XE（K）＝XB（K）一YBO－Y（2）
　　　3120　REM
??「
　　　3130　XC（K）＝XC（K）十YB0
　　　3140　Y（3）＝0！
（30）3150　IF　XC（X）〉＝HC　THEN　Y（3）＝（XC（K）一HC）ホC1
　　L　3160　YCO＝XC（K）ホC0
　　　3170　XC（K）＝XC（K）一YCO－Y（3）
　　　3180　REM
　　「3190JL・阯G（K）・J（31）　　　3200　FOR　工＝1　T0　3
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（31）3210QEI（JL，I）・QEI（JL，I）・Y（I）舳（K）
　　L3220NExT　I
　　　3230REM
（32）3240　NEXT　K
　　　3250　REM
（33）3260NEXTJ
　　　3270　REM
「；；；峨・1：1。蝋
（34）3300FORI二1T03　　　33ユOQE（J）・QE（J）・QEI（J，
??
　　　3320　NEXT　I
　　　3330Nl≡：XTJ
3340
3350
3360
3370
3380
REM
IF　NRC＝O　GOTO
IF　NRC二3　GOTO
IF　NRC＝2　GOTO
REM
3670
3610
3470
I）
??「
　　　　3390　FOR　J＝1　TO　IE
　　　　3400　XCH＝XCH＋QE（J）
　　　　3410　QE（J）＝XCH‡CH1
（35）3420IFX㎝〉HTHENQE（J）・QE（J）・（X㎝一H）ホ㎝2
???
　　　　3430　XCH＝XCH－QE（J）
　　　　3440Nl≡：XTJ
　　　　3450　G0－0　3670
　　　　3460　REM・
　　　　　　■
??「
　　　　3470　『OR　J＝1　TO　IE
　　　　3480　XCH＝XCH＋QE（J）
　　　34900E（｝）・O！
　　　3500　IF　父CH〉＝XO　GOT0　3540
　　　3510　QE（J）＝＾オXCH‡XCH
　　　3520　GOT0　3560
（36）3530　REM
　　　3540　QE（J）＝2！ホ＾ホXCHホXO－A‡XO＊XO
???
　　　3550　REM
　　　3560　XCH＝XCH－QE（J）
　　　3570　REM
　　　3580NEXTJ
　　　3590　GOT0　3670
　　　3600REM（・フ燃鰐1燕1＝一・！一・…）一・・1）・…
　　　3660REM
r；l11蜘：；）：1，llJ，、）十、、、、（、、）
（38）3690◎EI（J，2）二QEI（J，2）・QEI（J，3）
L淵榊J三’）＝QEI（J・’）十QEI（J・2）
　　　3720　REM
　　　3730　IF　NRC＜〉O　GOT0　3850
　　　3740REM
??「
　　　3750　FOR　J＝1　TO　IE
　　　3760　Q＾（J）＝QEI（J，1）
　　　3770　QB（J）＝QEI（J，2）
　　　3780　◎C（J）＝QEI（J，3）
（39）3790QD（J）・Q（J）
???
　　　3800　NI≡＝XT　J
　　　3810　REM
　　　3820　GOSuB　オHYGRF
　　　3830　GOT0　39403840REM
菅原他
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　　　3850　FOR　J＝1　TO　IE
　　　3860　0▲（J）：QE（J）
　　　3870　0B（J）＝0EI（J，1）
（40）38800C（J）＝O匝I（J・2）
　　　3890　01〕（J）＝0EI（J．3）
???
　　　3900　NEXT　J
　　　3910　REM
　　　3920　GOS1］B　オHYGRF
　　　3930REM
（41～3940IFm・㎜＾T＾GOT03980
　　　3950　REM
（性3960NEXTIN　　　3970　REM
（43）3980　NEXT　NL
　　　3990　REM
　　1－4000　CLOSE　“1
（44）
　　L4010　CIlOSE　“2
　　　4020　STOP
　　　4030　REM
　　　4040　REM
　　　4050　ホHYGRF　　F（52）4060　FOR　I＝1　TO　II≡：
　　　4070REM　　T－4080　F0R　J；1　T0　LY
（45）4090　GGBUF＄（J）＝BLK＄
　　L4100NExT　J
　　　4I1O　REM
　　「4120　FOR　J＝1　T0　78
（46）4130　GBUF＄（J）＝BLK＄
　　L4140NExT　J
　　　4150　REM
（47）4160　NO＝NO＋1
　　　4170　REM
　　「　4180　IF　I　＜〉　1　GOT0　4240
　　　4190　FOR　N＝1　TO　NSC＾L
（48）4200　IP＝ISC＾L（N）
　　　4210　GGEuF＄（IP）＝CI＄L
　　　4220　NEX－　N
　　　4230　REM
　　「　4240　PLOT（1）＝Q（I）
　　　4250　PLOT（2）＝Q＾（I）
（49）4260　P110T（3）＝0E（I）
　　L　4270　PLOT（4）＝QC（I）
　　　4280　PLOT（5）二QD（I）
4290
4300
4310
4320
4330
4340
4350
4360
4370
4380
4390
（50）4400
4410
4420
4430
4440
4450
4460
4470
4480
REM
N＝NPLOTREM
IF　PLOT（N）＝一9991　GOT0　4490
工F　PLOT（N）＜O！　THEN　PLOT（N）＝＾ES（PLOT（N））
IF　PLOT（N）〉YMIN　GOT0　4390
IP＝1
IIP＝1
GOT0　4460REM
IP＝FIX（（LOG（PLOT（N））／L0G（1O！）一▲MIN）㍗DY＋1！）
IIP＝F工X（（L0G（PL0T（N））／L0G（1O！）一＾MIN）‡DDY＋1！）
IF　IP〈：0　THEN　IP二1
IF　IP〉IlY　THEN　IP＝LY
IF　I工Pく＝O　THI≡：N　IIP＝1
IF　I工P〉78　THEN　IIP：78
REM
GEU『＄（IIP）＝CH＾H＄（N）
GC日uF＄（IP）：CH＾R＄（N）
REM
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（50）4490　N＝N－1
　　L4500　工F　N〉0　G0T0　4320
　　　4510　REM
　　　4520　PRINT　NO；
　　　4530　FOR　K：1　TO　NRG
　　　4540　PRINT　P（I，K）；
　　　4550　Nl≡＝XT　K
　　　4560　PRINT　PLOT（1）；
　　　4570　PRINT　PLOT（2）
　　　4580　『OR　K：1　T0　77
　　　4590　PRINT　GBuF＄（K）；
　　　4600　N】≡＝XT　K
　　　4610　PRINT　GBuF＄（78）
　　　4620　REM（51）4630m肛NHSmGl1榊1・
　　　4640
　　　4650
　　　4660
　　　4670
　　　4680
　　　4690
　　　4700
　　　4710
　　　4720
　　　4730
　　F4740
（52）4750
　　」4760
　　　4770
FOR　K：1
I．PRINT
NExT　K
LPRINT
LPRI　NT
JL二LY11
FOR　K＝1LPRINT
NExT　K
LPR　I　NT
REM
NE　xT　I
RETuRN
END
1NO；
TO　NRG
uSING　”＃＃＃＃．
1』S　I　NG
uS　I　NG
　TO　J　L
uS　I　NG
uS　I　NG
1｝“讐“．
11““＃“．
＃”；P（I，K）；
““一11；PLOT（1）；
“＃一”；PLOT（2）；
1，！・，…GGBuF＄（K）・
．I！I，；GGEuF＄（LY）
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12．洪水解析用タンク・モデル・プログラムTNKFAのためのバラメータ・ファイルを作成
　　あるいは変更するプログラムTKFPl
12．1　プログラム操作法
　11）このプログラムの実行を開始すると，まずディスプレイ画面に，
　IN　CASE　OF　INITIAL　PARAMETER　INPUT，　TYPE　O．
　IN　CASE　OF　MODIFICATION，　TYPE　NON－ZERO　CHARACTER．
と表示される．すなわち，このプログラムは，パラメータ・ファイルを最初に作成するとき
にも，また作成されたパラメータ・ファイルを変更するときにも使用できる．
　作成のときにはOを，変更のときには0以外のものをキー・インし，キャリジ・リターン
を押す．（以後，キャリジ・リターンについては省略する．）
　（2〕次に，
　　PARAMETER　FILE　NAME？
と画面に表示される．すなわち，このプログラムは，流域ごとにパラメータ・ファイルの名
前を変えることができるようになっている、たとえば，
　　u　YRIVER”
とキー一・インする．
　（3）パラメータ・ファイル作成の場合，すなわち，上記（1〕において0をキー・インした場
合には，たとえば，
　　NFLD？
あるいは，
　　LAG（1）？
のように，パラメータ・ファイルヘ入れるべきパラメータを示すプロンプト文が順次に表示
されるので，ここで対応するパラメータ値をキー・インする．
　なお，誤ったものをキー・インしてキャリジ・リターンを押してしまった場合の処置につ
いては，プログラム上において特別なものは用意されていない．誤って入れたものはそのま
まにして進み，全部パラメータを入れ終ってからふたたびこのプログラムTKFPIを実行し，
この誤りを修正する．（ただし，NR，NFLDのキー・インの誤りについては，STOPキーを
押して実行を途中で中止し，最初カ）らやり直したほうがよい（注参照）．）
　14）パラメータ・ファイル変更の場合，すなわち上記11）において0以外をキー・インした
場合には，たとえば，
　　HA1＝5
などのように，パラメータ・ファイルに格納されているパラメータ値が画面に表示される．
ここで，
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IF　YOU　DO　NOT　WANT　TO　MODIFY　THESE　PARAMETERS，TYPE　O，
IF　YOU　WANT　TO　MODIFY　ANY　PARAMETER，TYPE　NON－ZERO　CHARACTER．
と画面に表示されるから，表示されているパラメータをすべて変更しないときには0を，ど
れかを変更したいときにはO以外をキー・インする．
　0をキー・インしたときには，次のパラメータの値の表示に進む．0以外をキー・インし
たときには，たとえば，
　　WE（1）？
のように，プロンプト文が表示されるので，ここで変更すべきパラメータ値をキー・インす
る．このとき，変更しないパラメータについても，各プロンプト文に対応するパラメータ値
をキー・インしなければならない．
㈲　このプログラムの実行を（なんらかの理由で），たとえばSTOPキーを押して途中で
　中止したときには，キー操作によって，ファイル＃1，井2をクローズし，ファイル
　TKFPOを削除（KILL）しなければならない．
12．2　プログラムの各部分の説明
　このプログラムTKFPIの各部分を，プログラム・リストと対応させて説明しよう．11），
（2）などは，プログラム・リストの左に示した（1〕，（2）などに対応する．
＊メイン・フ。ログラム
11）すでに作成されているパラメータ・ファイルの変更のときには0以外を，パラメータ
　　・ファイルを新しく作成するときには0をキー・インする．キー・インされたものを
　　IIとする．
（2）作成すべき（また変更すべき）パラメータ・ファイルの名前（文字定数）をキー・イ
　　ンする．
（3〕入力されたパラメータを格納するファイル（TKFPO）を＃1としてオープンする．
14）　IIが0以外なら，すなわちパラメータ・ファイル変更のときには，変更すべきパラ
　　メータ・ファイルを井2としてオープンする．
（5）II＝Oなら，すなわちパラメータ・ファイル作成の場合には，19〕へ飛ぶ．
16〕NR，NFLD，MRAIN（LN（1）），NRC（LN12）），FTANK（M＄）をファイル井2
　から入力し，表示する．
（7〕表示されたもののうち，どれかを変更するときにはO以外を，どれも変更しないとき
　には0をキー・インする．キー・インされたものをIJとする．　（サブルーチンASKを
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　使う．）
（8）IJ＝0ならば，すなわち変更しないなら，110〕へ飛ぶ．
（9）IJがO以外ならば，またはパラメータ・ファイル作成のときならば，NR，NFLD，
　MRAIN（LN11）），NRC（LN（2）），FTANK（M＄）を指示どおりキー・インする．
（10）NR，NFLD，MRAIN（LN（1〕），NRC（LN（2）），FTANK（M＄）をファイル＃1へ出
　カする．
（11〕　II＝0ならば，（15〕へ飛ぶ．
（12〕　IIが0以外なら，ファイル＃2から各タンクの初期貯留高XAIN，XBIN，XCIN及
　び単位時問あたりの蒸発量EVを入力し，表示する．
（13）サブルーチンASKにより，IJをセットする．
（14〕IJ＝Oなら，すなわち変更しないなら，（16〕へ飛ぶ．
（15〕IJがO以外なら、またパラメータ・ファイル作成のときならば，XAIN，XBIN，
　XCIN，EVを（変更すべきところは変更して）キー・インする．
（16〕XAIN，XBIN，XCIN，EVをファイル井ユヘ出力する．
（ユ7）｝TA”タイプの第ユタンクの流出孔の高さHA1，HA2，HA3の入力あるいは変更
　を行う．
（ユ8）u　TA”タイプの第ユタンクの流出・浸透係数A0，A1，A2，A3の入力あるいは変
　更を行う．
（19〕一一TX”タイプの第1タンクのパラメータHA，AOX，A1X，A1Mの入力あるいは変
　更を行う．
　　第2タンクのパラメータHB，B0，B1の入力あるいは変更を行う．
　　第3タンクのパラメータHC，C0，C1の入力あるいは変更を行う．
　　タイプ1の河道貯留タンクのパラメータH．CH1，CH2の入力あるいは変更を行う．
　　タイプ2の河道貯留タンクのパラメータAの入カあるいは変更を行う．
　　タイプ3，氾濫効果のパラメータCX1，CX2の入力あるいは変更を行う．
　　サブルーチンAAAを使って，雨量観測点についての雨量割増係数CP（K）（K＝1～
　NR）の入カあるいは変更を行う．Nはデータの数である．
（26）サブルーチン鮎Aを使って，雨量観測点に対するウエイトWE（K）（K＝ユ～NR）
　の入力あるいは変更を行う．
（27）雨量観測点に対する遅れLAG（K）（K＝ユ～NR）の入力あるいは変更を行う．
（28〕サブルーチンAAAを使って，洪水ごとの基底流量BASE（N）（N＝ユ～NFLD）の入
　力あるいは変更を行う．
（29）グラフ・プロットのためのパラメータNPLOT，NSCAL，LY，YMIN，YMAXの入
　力あるいは変更を行う．
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（30〕サブルーチンAAAを使って，グラフ・プロットのスケール点SCAL（N）
　　NSCAL）の入カあるいは変更を行う．
（3I）ファイル井1（TKFPO）をクローズする．
（32）IIがO以外なら，ファイル＃2をクローズし，削除する．
133）ファイルTKFPOを新しいパラメータ・ファイルとする．
＊サブルーチンAAA
菅原他
（N＝ユ～
134〕II＝0なら，すなわちパラメータ・ファイル作成時なら，138）へ飛ぶ．
（35）IIがO以外なら，ファイル井2からN個のパラメータを入力し，表示する．
（36）サブルーチンASKを用いて，IJをセットする．
（37）IJ＝0なら，すなわち（35〕で表示されたものの変更を行わないなら，139）へ飛ぶ．
（38〕IJが0以外なら，またパラメータ・ファイルの作成時なら，N個のパラメータを指示
　　どおりキー・インする．
（39〕N個のパラメータをファイル井ユヘ出力する．
＊サブルーチンASK
　（省　略）
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1020
30
40
50
60
70
REM　P▲R▲METER　INPUTWIDTH　80，25
CONSOLE　O，25，O，1
COI．OR　7，0，O，7
D1…＝FINT　　I－N
DIM　S（32）。LN（20）
REM
PROGR＾MKFPIFOR　FI■00D　T＾NK　PR00R＾MT㎜xF＾
r80P㎜NT’’INC＾SEOF川m＾LP＾R＾ME”RmPuT，TWEO．・1
（1）90　PRINT　l・IN　CASE　OF　MO】〕IFIC＾TION，　TYPE　NON－ZERO　CHAR＾CIER．・．
L1oo
．110（2）120
－130
（3）140
」150
「160（4）
　　170　Lr180
（5）190
』200
INP∪T　11II＝，1；II
REM
INPuT　・・PAR＾METER　FILE　N＾ME，1；
REM
OPEN　l，1：TKFPO，・　FOR　OuTPuT　＾S
REM
工F　II＝0　GOT0　190
0PEN　PFILE＄　FOR　I㎜P1］T　AS　“2REM
工F　II＝O　GOT0　300
REM
PFILE＄
“1
、臓；l1淵・榊1榊闘2）・M＄
L；ll；淵：：鮒1：：：：；ミ（’）・1’NRc＝’’・LN（2）
F250
（7）260
－270
（8）280L290
REM
GOSuB　オ＾SXREM
IF　IJ＝0　GOTO
REM
360??「
　　　300　　 　　　　　　　　・，NRll；NR　 　　INPUT
　　　　　　　　　　　　llNFL1〕・・；NFLD310INPUT
　（9）320　INPUT　l1MR＾IN．1；LN（1）
???
　　　330　　　　　　　　　　”NRCl，；LN（2）INPUT
　　　　　　　　　　　　．lFTANKll；M＄340INPUT
　　F350REM
（10）360　WRITE　“1，NR，NFLD，LN（1），LN（2），M＄
　　L370REM
（11）380　IF　II：O　GOT0　480
　　』390R酬
　　「400　INPUT　“2．S（1），S（2）　S（3），S（4）
（12）410　PRINT　・・XAIN＝1I，S（1）　，・XEIN＝”，S（2）
　　L420　PRINT　’’xcIN＝11，s（3）　1’Ev二I’，s（4）
　　F430REM
（13）440　GOSUE　‡＾SK
　　」450REM
（14）460　IF　IJ：0　GOT0　530
　　」470REM
「480INPuT’’X＾I・’’；・（1）
　　　490　INPuT　l．XEIN’’；S（2）（15）
　　　500　INP皿丁　・lXCIN，1；S（3）L510・…。1・。。・1；。（4）
　　r520REM
（16）530　WRITE　“1，S（1），S（2），S（3），S（4）
　　　540　REM
　550　IF　II＝0　GOT0　650
　560　REM
　570　INPUT　“2，S（1），S（2），S（3）
　580　PRINT　I・H＾1＝”，S（1），．lH＾2＝1，，S（2）
　590　PRINT　l，H＾3二”，S（3）
　600　REM
　610　GOSuE　ホ＾SX
（1フ）620　REM
　　　630　IF　IJ＝O
???
　　　640　REM
GOT0　690
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　　1650mPuゾ1舳111；S（1）
（17）660mPuT’’肌2’’；S（2）
???
　　　670　INPuT　IIH＾3．1；S（3）
　　　680旧EM
　　　690㎜ITE杣，S（1），S（2），S（3）
　　　700　REM
　　　710　IF　I工＝0　GOT0　810
　　　720　REM
　　　730INPuT“2，S（1），S（2），S（3），S（4）
　　　740PR川ゾ’＾0・’’，S（1）．1．＾1二’1，S（2）
　　　750P肛NT．’A2二1’，S（3），’1A3・”，S（4）
　　　760REM
　　　770　GOSuB　‡▲SK
　　　780REM（18）790・・I。。O。。。。860
???
　　　800　REM
　　　810　工NPuT　・1＾O・・；S（1）
　　　820　INPuT　l，＾1l・；S（2）
　　　830IWuT1．＾2”；S（3）
　　　840IWuT’’＾3’’；S（4）
　　　850REM
　　　860㎜ITE杣，S（1），S（2）．S（3），S（4）
　　　870REM
???
　　　880　IF　工I＝O　GOT0　980
　　　890　日EM
　　　900INPm“2，S（1）．S（2），S（3），S（4）
　　　910PRImmHA・．’，S（1），”＾OX・’1，S（2）
　　　920PRINゾ’＾1X二’1，S（3），”＾1M・・，S（4）
　　　930REM
　　　940　GOSUE　t＾SK
（19）950㎜M
　　　960　I1≡’　IJ：0　GOTO　1030
???
　　　970REM
　　　980IWm’．舳’1；S（1）
　　　990　INPuT　l，AOX“；S（2）
　　　1000INPuゾ’＾1X’．；S（3）
　　　1010工岬uT’’A1M”；S（4）
　　　1020　REM
　　　1030㎜ITE杣，S（1），S（2），S（3）．S（4）
　　　1040REM
　1050　IF　II：O　GOTO　1150
　1060REMユ070mPuT棚，S（1），S（2），S（3）
1080P肛NT’1HE・”，S（1）
1090PRINゾ’E0・’’，S（2），’’阯・I1，S（3）
　1100　REM
　1110　GOSuE　ホASK
（20）1120　REM
　1130　工F　IJ＝O　GOT0　1190
　1140REM1150I岬UT’．HBII；S（1）
　1160　INPUT　，1BOl・；S（2）
1170I岬m’’阯’’；S（3）
　1180REM1190WRITE杣，S（1），S（2），S（3）1200REM「　1210　I11’　II＝O　GOT0　1310　1220REM1230INPm“2，S（1），S（2），S（3）　1240　PRINT　1lHC＝1・，S（1）
（21）1250　PRINT　．，CO；1
　　　1260　REM
　　　1270　GOSUB　オ＾SK
　　　1280REM
S（2），・lC1：1・，S（3）
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ll；11
（21）1310
IF　IJ＝0　GOTO　1350REM
INPuT　．lHC11；S（1）
　1320　INPuT　”C0，・；S（2）
　1330　INPuT　，1C1，．；S（3）
　1340　REM
　1350　WRITE　“1，S（1），S（2）
1360
－1370
1380
1390
1400
1410
1420
1430
（22）1440
REM
IF　II＝O　GOTO　1470REM
INPUT　“2，S（1），S（2）
PRINT　・1H＝11，S（1）
PRINT　・lCH1＝1．，S（2），
REM
GOSUE　t▲SKREM
　1450　IF　IJ＝O　GOTO　1510
　1460　REM
　1470　INPUT　，lHll；S（1）
　1480　INPUT　，ICH11，；S（2）
　1490　INPUT　．，CH21．；S（3）
　1500　REM
　1510　WRITE　“1，S（1），S（2）
1520REM
??「
　　　1530　IF　II：0　GOTO　1620
　　　1540　REM
　　　1550　INPUT　“2，S（1）
　　　1560　PR工NT　．1＾＝”1S（1）
　　　1570　REM
（23）1580GOSUn＾SK
　　　1590　REM
???
　　　1600　IF　IJ＝0　GOTO　1640
　　　1610　REM
　　　1620　INPUT　”A”；S（1）
　　　1630　REM
　　　1640　WRITE　“1，S（1）
1650REM
S（3）
，S 3）
・ICH2＝”，S（3）
S（3）
　1660　IF　II＝0　GOTO　1750
　1670　REM
　1680　INPuT　“2，S（1），S（2）
　1690　PRINT　l・CX1＝1・，S（1），l1CX2＝1・，S（2）
　1700　REM
　1710　GOSUE　オ＾SK
（24）1720REM
　1730　工F　IJ＝0　GOTO　1780
　1740　REM
　1750　INPuT　・，CX11■；S（1）
　1760　INP∪T　．1CX211；S（2）
　1770　REM
　1780　WRITE　“1，S（1），S（2）
　　　1790　REM
　　「1800　工丁＄＝1，CP　　I1
（25）1810　N：NR
　　L1820　G0sUE　ホ＾A＾
　　　1830　REM
　　「1840IT＄・1柵・1（26）　　L1850GOS㎜舳＾＾
　　　1860　REM
??「
　　　1870　IF　II＝O　GOT0　1990
　　　1880　REM
　　　1890　PRINT　・・Kl・，1，LAG（K）ll
（27）1900　FOR　X＝1　TO　NR
ll；l1淵；妻1蝋テ）
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　1930　NEXT　X
　1940REM　1950　GOSuE　ホ▲SK
　1960R匝M（27）1970
1980
1990
2000
2010
2020
2030
2040
2050
2060
2070
2080
　　「2090
（28）2100
　　L2110
　　　2120
2130
2140
2150
2160
2170
2180
2190
2200
IF　工J＝0　GOT0　2050
REM
FOR　X＝1　TO　NR
PRINT　．IL＾G（1．；K；11）？・1
INPuT　LN（K）
REM
NExT　K
REM
FOR　K＝1　TO　NR
WR工TE“1，LN（K）
NEXT　K
REM
IT＄：・，E＾Sl≡＝11
N；N肌D
GOSuE　ホ＾＾A
REM
IF　II＝0　GOT0　2240REM
I岬uT“2，LN（1）、NSC肌，㎜（2）、S（1），S（2）
PRINT　，，NPLOT＝11，LN（1），・1NSC＾L＝11．NSC＾L
1＝■RINT　llLY二1I，LN（2）
PRmゾ’Wm・’’，S（1），1’W＾X二’’，S（2）
REM
GOSUB　一＾SK
（29）2210R㎜
　　　2220　工F　IJ：O
2230
2240
2250
2260
2270
2280
2290
REM
INPuT
INPuT
INPuT
INPUT
INPUT
REM
GOTO2300
・．NPLOTl，；LN（1）
，lNSC＾Ll・；NSC＾L
・・LY，・；LN（2）
．・YMIN．1；S（1）
，．YM＾X11；S（2）
一2300㎜ITE杣，LN（1），NSC▲L，LN（2），S（1），
　　　2310　REM
　　「2320　工丁＄：1・SC＾L一・
（30）2330　N：NSC＾I．
　　L2340　G0suB　ホ＾＾＾
　　　2350REM（31）2360　CLOSE　“1
　　　2370REM　　「2380　Ir　II：0　GOT0　2420
（32）2390　CLOSE　讐2
　　L2400KILI．PFILE＄
　　　2410REM（・・52・20M・パ1・岬・。1・。。。。。。。＄
　　　2430　STOP
　　　2440REM
　　　2450REM
　　1＿2460　㍗＾▲＾
（34～2470IFII・OGOT02590
　　＿2480REM
　　　2490　PRINT　，・NO．l1，IT＄
　　　2500　FOR　I＝1　TO　N
（35）2510INPm“2，S（I）
L簑；1竃葦1票丁、I・s（I）
　　　2540REM（36）2550　GOSUE　ホ＾SK
　　　2560　REM
S ）
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（37）2570　IF　IJ＝0　GOT0　2640
　　　2580　REM
、、！）；；；1鮒1・；lllll・；・ジ・）…
　　　2610　INPuT　S（I）L2620㎜xTI
　　　2630　REM
　　「2640　FOR　I＝1　TO　N
（39）2650　WRITE　“1，S（I）
　　L2660　NExT　I
2670
2680
2690
2700
2710
2720
2730
2740
2750
RE　TuRN
REM
REM
㍗＾SK
PRINT　11IF　YOU　DO　NOT　W＾NT　TO
PRINT　・1IF　YOU　W＾NT　TO　MODIFY
INPuT　llIJ＝1I；IJ
RETuRN
ENl〕
MODIFY THESE
＾NY ONE，　TYPE
PAR＾METERS，　TYPE　0．
NON－ZERO　CH＾R＾CTER．
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13．洪水解析用タンク・モデル・プログラムTNKFAのためのデータ・ファイルを作成ある
　　いは変更するプログラムTKFDl
13．1　プログラム操作法
　（1〕このプログラムの実行を開始すると，まずディスプレイ画面に，
　　IN　CASE　OF　INITIAL　DATA　INPUT，　TYPE　0，
　　IN　CASE　OF　MODIFICATION，TYPE　NON－ZERO　CHARCTER．
と表示される．すなわち，このプログラムは最初にデータ・ファイルを作成すること及びそ
のデータ’ファィルを変更することの両方に使用できる．作成のときは0を、変更のときは
○以外をキー・インして，キャリジ・リターンを押す．　（キャリジ・リターンについては以
下省略する．）
　12〕次に，
　IF　YOU　WANT　TO　OUTPUT　DATA　TO　PRINTER，TYPE1．
と画面に表示される．入カ（変更）したデータをプリンタに出カしたいときは1を，出力し
ないときは0をキー・インする．
　13〕次に，
　　DATA　FILE　NAME？
と画面に表示される、このプログラムは，流域ごとにデータ・ファイル名を変更できるよう
になっている．たとえば，
　　”DRIVER”
とキー・インする．
　　（以下，作成のときと，変更のときに分けて述べる．）
（作成のとき）
　（4〕たとえば，
　　ANAME？
あるいは，
　　Q（5－8）？　　FOR　FLOOD　NO．5　GROHP　4
のように，データ・ファイルヘ入れるべきデータを示すプロンプト文が順次表示されるので，
ここで対応するデータをキー・インしてゆけばよい．
　（51上記（4〕を実行している間，各洪水のデータ入カの始めに，
　IF　YOU　WANT　TO　TERMINATE　DATA　INPUT，TYPE1．
と画面に表示される。このとき0をキー・インすれば次のデータの処理へ進むが，ユをキー
・インすれば，上記（4〕のような手順は中止され，その後適当なデータ値がデータ・ファイル
ヘ格納され，このプログラムTKFDIは終了する．ただし，各洪水のFLDSYM＄とNDATA
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のキー・インは．画面にでるプロンプト文に従って，実施しなければならない．
　すなわち，この機能は，時問の関係などにより，データ・ファイル作成（あるいは変更，
110）参照）を途中でやめて，その後の作成をあとであらためて行いたいときのために用意され
ている．　（このあとでの作成は工すでにデータ・ファイルは作成されているので，「変更」
である．）
（変更のとき）
　（6〕　たとえば，
　　AREA＝ユ150
のように，すでにデータ・ファイル内に格納されている値が表示される．ここで，
　IF　YOU　DO　NOT　WANT　TO　MODIFY　THESE　DATA，TYPE　O，
　IF　YOU　WANT　TO　MODIFY　ANY　DATA，TYPE　NON－ZERO　CHARACTER．
と画面に表示されるので，表示されているものすべてを変更しないときには0を，どれかを
変更したいときには0以外をキー・インする．
　0をキー・インしたときには，次のデータの値の表示へ進む．0以外をキー・インしたと
きには，たとえば，
　　AREA？
のようにプロンプト文が表示されるので．このプロンプト文に対応する変更すべき値をキー
・インする．このとき，変更しないデータについても，各プロンプト文に対応するデータ値
をキー・インしなければならない．
　（7）上記16〕の操作が，RNAME＄，ANAME＄，　AREA，NRG，TU，NFLD，及び
PNAME＄（K）（K＝1～NRG）について行われる．
　18）次に，
　　FIRST　NUMBER　OF　FLOOD　TO　BE　INPUT？
と表示されるので，データの変更を行いたい最初の洪水番号をキー・インする．
　このプログラムでは，このようにして指示された洪水番号までは，すでに作成されている
データ・ファイルからデータを入力し，新しく作成されるデータ・ファイルヘそれをそのま
ま出カすることだけを行う．ただし，各洪水のFLDSYM＄とNDATAについては，（6）の操
作を行う．変更のために要する時間を短縮するためには，この機能を用いればよい．
　（9）上記（8）において指示された洪水番号のあとでは，すでにデータ・ファイル内に格納さ
れているデータが．
　　NoQNαQFORFLOODNO．4GROUP3
　　1　　　　57．15　　　　　2　　　　60．37
　　3　　　59．46　　　　4　　　58．24
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のように表示される．そして，
　IF　YOU　DO　NOT　WANT　TO　MODIFY　THESE　DATA，　TYPE0，
　IF　YOU　WANT　TO　MODIFY　ANY　DATA，TYPE　NON－ZERO　CHARACTER．
と表示される．以下（6〕と同じ操作を行う．
　（10）上記19〕を実行している問，
　IF　YOU　WANT　TO　TERMINATE　DATA　INPUT．TYPE1．
と画面に表示される．このとき0をキー・インすれば次のデータの処理へ進むが，1をキー
・インすると，上言己（9〕のような手順は中止され，その後は，すでにデータ・ファイルに格納
されているデータが入力され，それがそのまま新しく作成されるデータ・ファイルヘ格納さ
れて，このプログラムTKFDIは終了する．ただし，各洪水のFLDSYM＄とNDATAにつ
いては，（9）（16））の手順が実行される．すなわち，データの変更を終りにしたいときには．
この機能を用いればよい．
㈲　このプログラムの実行を，なんらかの理由で，（たとえばSTOPキーを押して，）途中
　で中止したときには，キー操作によって，ファイル＃1，井2をクローズ（CLOSE）し，
　ファイルTKFDDを削除（KILL）しなければならない．
13．2　プログラムの各部分の説明
　このプログラムTKFDIの各部分を，プログラム・リストと対応させて説明する．（1），12〕
などは、プログラム・リストの左に示した（1），（2〕などに対応する．
＊メイン・プログラム
（1〕このプログラムにおいては，（観測流量以降の）データ変更を途中で止めることがで
　　きるようになっている．IX＝0のときは，データ変更が続行される．（（17），132〕，136）参照）
（2〕すでに作成されているデータ・ファイルの変更のときには0以外を，データ・ファイ
　　ルを新しく作るときにはOをキー・インする．キー・インされたものをHとする．
（3）入カ・変更した（観測流量以降の）データをプリンタヘ出力したいときには，1をキ
　　ー・インする．0をキー・インすれば，プリンタヘの出力は行われない．キー・インさ
　　れたものをIXXとする．　（（38〕参照）
（4）作成すべき，また変更すべきデータ・ファイルの名前（文字定数）をキー・インする．
15〕入力・変更されたデータを格納するファイル（TKFDD）を＃2としてオープンする．
16）　IIが0以外なら，すなわち，データ・ファイル変更のときには一変更すべきデータ’
　　ファイルを井1としてオープンする．
17〕II＝0なら，すなわちデータ・ファイル作成のときは，（11）へ飛ぶ．
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（8〕
（9〕
（10〕
（11〕
（12）
（13）
l14）
（15）
（16〕
（17）
（18）
（19）
（20）
（21〕
（22〕
（23）
（24〕
（25）
126）
（η〕
（28）
（29）
　IIが0以外なら，すなわちデータ・ファイル変更のときは，ファイル井1から，
RNAME（R＄），ANAME（A＄），AREA（S11））を入カし，表示する．
　表示されたもののうち，どれかを変更するときには0以外を，どれも変更しないとき
には0をキー・インする1キー・インされたものをIJとする．　（サブルーチンASKを
用いる．）
　IJ＝0なら，すなわち変更しないなら，l12〕へ飛ぶ．
　IJが0以外なら，またはデータ・ファイル作成のときなら，RNAME，ANAME，
AREAを指示どおりキー・インする．
　RNAME，ANAME，AREAをファイル＃2へ出力する．
　NRG，TU，NFLDの入力あるいは変更を行う．
　PNAME（K）（K＝ユ～NRG）の入力あるいは変更を行う．
　このプログラムにおいては，変更する必要がないときには，上言己のように変更するか
しないかをいちいちやりとりする手問をはぶくため，変更入力を開始する洪水番号（IIY）
をキー・イソして，その洪水番号までは，ファイル井1から入力したものをそのままフ
ァイル＃2へ出力するようになっている．II＝0のときにはこのキー・インは行われず，
IIYは0にセットされる．（（32〕参照）
　各洪水についての記号FLDSYM＄，データ数NDATAの入力あるいは変更を行う．
　データ変更を止めたいときには，1をキー・インする．（IX＝1となる．11〕参照）
　処理ずみのデータの数をかぞえる変数NOを0に初期化する．
　一つのグループ内のデータ数IEを求める．
　サブルーチン＾Aを用いて，一つの洪水内の一つのグループの観測流量の入力ある
いは変更を行う．Nはデータの数である．
　サブルーチン＾Aを用いて，一つの雨量観測点について，一っの洪水内の一っのグ
ループの観測雨量の入カあるいは変更を行う．
　（21）をNRG回繰り返す．
　処理ずみのデータの数を求める．
　一つの洪水の全データの処理が終ったならば，次の洪水の処理へ進む．すなわち（26）へ
飛ぶ．
　l19）～（刎をIXG回，すなわちグループ数だけ，繰り返す．
　（16〕～（25〕をNFLD回繰り返す．
　ファイル＃2（TKFDD）をクローズする．
　IIが0以外なら，ファイル≠1をクローズし，削除する．
　ファイルTKFDDを新しいデータ・ファイルとする．
＊サブルーチンAAA
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（30）II＝0なら，（36）へ飛ぶ．
（31）IIがO以外なら，すなわちデータ・ファイルの変更ならば，ファイル井ユからN個の
　　データを入力する．
132）IX＝1ならば，あるいは最初に変更すべき洪水番号に到達していなければ，（38）へ飛ぶ．
（33H31〕において入力したものを表示する．
（34）サブルーチンASKを用いて，IJをセットする．
（35）IJ＝0なら，（38）へ飛ぶ．IJがO以外なら136〕へ進む．
（36）IX＝1なら，すなわちデータ変更中止の指示があった後であるならば，（38〕へ飛ぷ．
137）IX＝Oなら，データを，画面の指示のとおりに（変更すべきところを変更しながら）
　　キー・インする．
（38〕IXX＝1なら，データをプリンタヘ出カする．
139）データをファイル＃2へ出力する．
＊サブルーチンASK
　（省　略）
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　　10　REM　D＾T＾　INPuT　PROGR＾M　TKFDI　FOR　FLOOD　T＾NK　PROGR▲M　TNK『＾
　　20　WIDTH　80．25
　　30　CONSOLE　O，25，O，1
　　40　COLOR　7．0，O，7
　　50　DEFINT　I－H
　　60　I〕IM　S（32）
　　70　REM
　　80　IXE：24
　　90　IXG：20F100REM（1）110　IX＝O
』120㎜M
「130P肛Nゾ’INC＾SEOFINITI＾LD▲T＾I岬uT，TWE0．・1
（2）140　PRINT　，・IN　C＾SE　OF　MODIFIC＾TION，　TYPE　NON－ZERO　CHAR＾CTER．1・
L150INPuゾIII・11iII
F160R酬
（3）170　INPUT　”IF　YOU　W＾NT　TO　OUTPuT　D＾T＾　TO　PRINTER，　TYPE　1．11；IXX
」180REM
（4）190　INP1』T　・ll〕＾T＾　FILE　N＾ME．1；】〕FILE守
」200REM
（5）210　0PEN　l．1：TKFDDl，　FOR　OuTPuT　＾S　“2L220REM
　「230　IF　II＝0　GOT0　260（？…。・・Hm・＄…m・m・…
　　r250
（7）260
　　』270
　　「280
（8）290
　　L300
　　r310
（9）320
　　［330
（10）340
　　L350
　　「360
（ll）370
　　L380
　　r390
（12）400
　　」410
REM
IF　II＝O　GOT0　360
REM
INP「UT　“1lR＄，A＄，S（1）
PRINT　l．RN＾ME＝1・，R＄，，1AN▲M1≡：＝，．，＾＄
PRINT　・IARl≡1＾＝lIlS（1）
REM
GOSUB　ホ＾S一【
REM
IF　IJ＝0　GOT0　400
REM
INPuT　・lRNAMEl・；R＄
INP1＝■T　・lANAME．，；A＄
INPuT　．lARI≡：A1I；S（1）
REM
WRITE　“2，R＄，＾＄，S（1）
REM
　420　IF　I工＝0　GOT0　520
　430REM　440　INPuT　“1，NRG，S（1），NFLl〕
　450　PRINT　，INRG＝’’，NRG．11Tu：ll，S（1）
　460　PRINT　・．NrLD＝”，NFLD
　470REM
　480　GOS1』E　㍗＾SK
（13）490日EM
　500　IF　IJ：O　GOT0　560
　510REM　520　INPuT　・lNRG，・；NRG
　530　INPUT　1，TU”；S（1）
　540　INPuT　IlNFLD11；NFLD
　550　REM
　　　　　　　　　　　　　　　　　・560 WRITE “2，NRG，S（1），NFLI〕
　570　REM「　580　FOR　K＝1　TO　NRG　590　REM　600　IF　II＝0　GOT0　690　610　REM
（14）620
　　　630
???
　　　640
INPUT
PRINT
REM
“1，R＄
l1pNAME（．I；X；Il）lI，R＄
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1ε；1葦器㎜舳
（14）670　IF　IJ＝O　GOTO
??
　　　680REM
　　　690　PRINT　，1PN＾ME（
　　　700　INPuT　R＄
　　　710REM
　　　720　WRIIE　＃2，R＄
　　　730REM
　　　740　NEXT　K
　　　750REM「760IIY・O
（15）770REM
720
1’；K；’I）？’1
L1；1器、言1三1、撒淵、、、
　　r800REM
（26）810　FOR
　　L　　　820REM
NI。＝1TONFLD
OF　FLOOD　TO　BE　INPuTI・；IIY
　830　工F　II＝O　GOT0　920
　840REM寧50mPUT杣，R＄，㎜＾T＾
860P肛NT”FmSW・’’，R＄，1’㎜MTA・・，㎜＾T＾870REM
　880　G・O　S　uE　‡A　S　K
（16）890　REM
　900　IF　IJ呈0　GOT0　950
　910REM　920　工NPUT　l，FLDSYM・1；R＄
930IWUT’’NDAT＾’’；㎜＾T＾940REM
950WRIT嗜“2，R＄，NDATA
　　　960REM
　　rg70IFIX・1，GOTO1O1O
（1フ）980　工『　NI．　〈　IIY　GOTO　1010
　　L990工wUゾlIFY0u舳NTT0
　　r1O00
（18）1O1O
　　』1020
（25）1030
　　L1040
REM
NO＝OREM
FOR　IN＝1REM TO　IXG（1。∫・・・・…工畑
　　し1060IF（m・IXE）
　　　1070R酬
　　　1080K二〇
　　r1090IT＄・l10・・
（20）1100　N：IE
TERMI ＾TE　I〕▲T＾　INPuT，
〉　ND＾TA　THEN　IE＝ND＾T＾一NO
　　L1110　G0sUE　ホ＾A＾
　　　1120REM（。。㌃・・…㎝・・・・・…
　　止1140PRmT’’X・’I；K
　　　1150REM（。1，・…岬・’1・”
　　L1170　GOSUE　㍗＾A＾
　　　1180
（22）1190
　　L1200
（23）1210
　　L1220
（24）1230
　　L1240
（25）1250
REM
NExT　x
REM
NO＝NO＋IEREM
IF　NO＝ND＾TAREM
㎜ExT　IN　　二1260REM
（26）1270　NEXT　NL
　　』1280　REM
OR　NO〉N1〕＾T＾　GOTO　1270
TYPE　1・・；工X
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（27）1290
　　　1300
　「1310
（28）1320
　　L1330
　　r1340
（29）1350
　　L　　　1360
　　　1370
　　　1380
　1－1390（30）1400
　　L　　　1410
　r1420
（31）1430
CLOSE　＃2REM
IF　I工：0　GOTO　1350
CI－OSE　＃1
xILL　DFII．E＄
REM
N＾ME　”1：TKFDDIl　＾S
STOP
REM
REM
‡＾＾＾
IF　II＝0　GOTO　1690REM
FOR　I＝1　TO　N
INP1』T　“1，S（I）
DFILE＄
L1440NExT　I
　　　1450
（3あ1460
　　L1470
　　　1480
REM
I　F　Ix＝1
IF　NL　く
REM
GOTO　1890
IIY　GOT0　1890
　1490　PRINT　SPACE＄（2）；・，NO．”；SP＾CE＄（7）；IT＄；SP＾CE＄（6）；
　1500　PRINT　，1NO．’・；SP＾CE＄（7）；IT＄；11　　　FOR　FLOOD　NO．”；NL；
　1510　PRINT　l・　　GROuP　ll；IN
　1520　NX＝FIx（csNG（N）／2！）：Nx＝N－Nx
　1530　『OR　I＝1　TO　NX
　1540　JJ＝I‡2－1
　1550　IF　I＝NX　＾ND　（N－NX‡2）　〈〉　O　GOT0　1610
（33）1560L＝JJ＋1
　1570　PRINT　SP＾Cl1：＄（3）；JJ；SP＾CE＄（2）；USING　”““＃“　““・1；S（JJ）；
　1580　PRINT　SPACE＄（5）；L；SP＾CE＄（2）；USING　lI““““．“＃ll；S（L）
　1590　GOTO　1630
　1600　REM
　1610　PRINT　SPACE＄（3）；JJ；SP＾Cl≡：＄（2）；USING　ll““““．“＃1・；S（JJ）
　1620　REM
　1630　NEXT　I
　　　1640　REM（3石1650GOSuい＾SK
　　　1660　REM（351670IFIJ．0GOTO1890
　　L　1680　REM（36「1690HIX．1GOTO1890
　　L1700　REM
　　　1710　NX＝FIX（cSNG（N）／4！）
　　　1720　IF　（N－NX‡4）　〈〉　O　THEN　NX＝NX＋1
　　　1730　I≡’OR　I＝1　TO　NX
　　　1740　Jユ＝Iホ4－3
　　　1750　J2＝J1＋1：J3＝J2＋1
　　　1760　IF　I＝NX　＾ND　（N－NXホ4）＜〉0　GOTO　1830
　　　1770　J4：J3＋1
　　　1780　PRINT　IT＄；，．（，1；J1；1・一”；J4；
（3）1790PRINT”）？F㎝FLOODN0．’’；肌；”GROUP”；IN
　　　1800　INPUT　S（J1），S（J2），S（J3），S（J4）
　　　1810　GOT0　1870
　　　1820　REM
　　　1830　PRINT　IT＄；l1（，1；J1；1・一・・；J3；
　　　1840　PRINT　11）？　FOR　FLOOD　NO．’，；NL；．1　　GROUP　l・；IN
　　　1850　INPuT　S（J1），S（J2），S（J3）
　　　1860　REM
　　　1870　NEXT　I
　　　1880　REM
??「
　　　1890　IF　IXX＝O　GOTO　1960
　　　1900　LPRINT　”FL00D　NO．11；NL；1，　　，1；IT＄；ll　　”；1，K＝1・；K；・1
（38）1910　LPRINT　uSING　・．““＃““．＃ホ1，；S（1）；S（2）；S（3）；S（4）；
　　l1920　LPRINT　usING　・・“＃“＃＃．“＃1’；S（7）；S（8）；S（9）；S（1O）
　　GRCUP　ll；IN
S（5）；S（6）
；S（11）；S（12）
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（38）1930　LPRINT　uSING　・・＃““““．“讐・．；S（13）；S（14）；S（15）；S（16）；S（17）；S（18）
　　L1940LPRINT　usING　’’讐＃“““．讐ポ’；s（19）；s（20）；s（21）；s（22）；s（23）；s（24）
　　　1950　REM
　　「1960F㎝I・1TON
（3g）1970　WRITE　“2，S（I）
　　L1980　NExT　I
　　　1990　REM
　　　2000　RETORN
　　　2010　REM
　　　2020　REM
　　　2030　オ＾SX
　　　2040　PRINI　．1IF　YOu　I〕O　NOT　W＾NT　MOI〕IFY　THESE　I〕＾T▲l　TYPE　0．1・
　　　2050　PRI㎜一　．lIF　YOU　W＾NT　TO　MODII11Y　＾NY　D▲T▲，　TYPE　NON－ZERO　CH＾R＾CTER．
　　　2060　INPuT　・lIJ＝・1；IJ
　　　2070　RETuHN
　　　2080　END
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